
医療用
吸入器

動物
専用 2電源式

製品の詳細は裏面をご確認ください▶

動物用医療機器

ネブライザ
動物用メッシュ式届出済み

動物用メッシュ式
ネブライザ
動物用メッシュ式
ネブライザ MN-A100MN-A100

20 分後に自動で
電源がオフになる
ため、ご使用後
も安心です。

自動オフ機能搭載2

状況に合わせて
電池または USB で
給電してご使用
いただけます。

便利な 2電源式1

収納ポーチが
付いているので、
持ち運びも
ラクラクです。

保管に便利4

動作音が
39dB 以下の
ため、動物が
怖がる心配が
ありません。

静かな動作音3

80dB 以上

70dB

60dB

電車の車内

掃除機

通常の会話

39dB 以下 MN-A100

50dB 静かな事務所

オプションの
専用スタンドを
使用することで
立たせてご使用
いただけます。

効率アップに5



製造販売業者 〒338-0001
埼玉県さいたま市中央区上落合5丁目17-1 S-4タワー
Tel: 048-857-8026　Fax: 048-857-8041
URL: http://icst.jp

製品の詳細は
こちらから▶

正しくお使いいただくために　※下記の条件でお使いください。

・本製品は動物用医療機器です。必ず獣医師の指導に従って正しくご使用ください。
・本製品は動物各個体ごとに使用し、複数の動物（個体）で共有しないでください。
・薬液カップに水だけを入れて吸入しないでください。薬液以外の吸入はしないでください。
・加湿目的で使用しないでください。
・薬液カップを空のままで動作させないでください。
・製造元以外が提供したUSBケーブルは使用しないでください。

セット内容
・薬液カップ付き本体　・ノズル　・収納ポーチ　
・USB ケーブル　・保証書付き取扱説明書　・添付文書

USB ケーブル収納ポーチノズル

薬液カップ
付き本体

ネブライザ
動物用メッシュ式

MN-A100MN-A100

※電池は付属しておりません。 スタンド（別売り）

愛犬・愛猫の
快適な

毎日のために

仕　様 ネブライザに使用可能な薬剤一覧

喘息治療剤

薬効分類名

気管支拡張剤

吸入用気管支拡張剤

呼吸器官用吸入剤

気道粘液溶解剤

吸入ステロイド
喘息治療剤

イノリン

インタール

薬剤名

メプチン

ベネトリン

アスプール

ムコフィリン

ブデソ二ド

アレペール

クロモグリク酸 Na

ビソルボン

ブロムヘキシン塩酸塩

パルミコート

トリメトキノール
塩酸塩水和物

クロモグリク酸
ナトリウム

一般名
プロカテール
塩酸塩水和物

サルブタモール硫酸塩

di- イソプレナリン
塩酸塩

アセチルシステイン

ブデソ二ド

チロキサポール

クロモグリク酸
ナトリウム

ブロムヘキシン塩酸塩

ブロムヘキシン塩酸塩

ブデソ二ド

○

△

MN-A100

○

△

○

△

×

×※2

○

△

△

×※1

販売名

型番

防水性能

動物用医療機器
届出番号

医療機器分類

一般的名称

電源（定格入力）

噴霧能力

噴霧粒子径

薬液カップ容量

寸法

質量

使用環境条件

保管環境条件

動物用メッシュ式ネブライザ MN-A100

MN-A100

IP22

7 動薬第 1260 号

一般医療機器

医療用吸入器

単 3 形アルカリ乾電池 ×2 本（DC3V）
又は USB ケーブル（入力：DC 5V 1A）

≥0.20ml/min

MMAD 約 5μm

≤8ml

約 35（W）×110（H）×46（L）mm

約 79g（電池含まず）

温度：10~40℃
温度：30~85％RH（結露なきこと）
気圧：700~1060hPa

温度：-20~50℃
温度：30~85％RH（結露なきこと）
気圧：700~1060hPa

※1. 有効成分がメッシュ穴に詰まりやすいため、懸濁液であるパルミコートの吸入には適していません。 
※2.メッシュ式ネブライザでは、 薬剤によって金属メッシュが目詰まりを起こす場合があります。
●上記の表は医薬品情報をもとに当社で作成したもので、 ネブライザで使用可能な薬剤の参考資料です。 
　機器の噴霧性能を保証するものではありません。
●獣医師から処方されていない薬剤は、 ネブライザに使用しないでください。 薬剤の種類・用量・用法については必ず獣医師の
　指示に従ってください。 誤った使用は症状の悪化につながるおそれがあります。
●単独で使用可能とされる薬剤であっても、混合薬液や希釈液の種類・量によっては、 噴霧が停止したり機器の故障を招く
　場合があります。 その結果、 症状が悪化する可能性もあるため、 混合や希釈についても必ず獣医師の処方に従ってください。


